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令和５年第２回定例会議決結果一覧
令和５年第３回臨時会議決結果一覧
一般質問ダイジェスト
議会の動き、北部議長会議員職員スポレク大会
北部議長会第２回定例総会、町村議会正副議
長・正副委員長研修会、元監査委員表彰
全国町村議会議長・副議長研修会
奄美・やんばる広域圏交流推進協議会総会
キラリ★いぜなっ子、編集後記
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令和５年第２回伊是名村議会定例会は、６月13日（火）～14日（水）までの２日間で開催された。
本定例会に提案された議案は14件、うち報告1件、承認2件、発議３件、選挙１件。一般質問には３名の議
員が登壇し村政について質問した。議決結果は次の通りです。

（※詳細については、各字公民館に常備している会議録、また村ホームページでも閲覧できます。）

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第34号
令和５年度伊是名村一般会計補正予算（第
１号）

 30,538千円を追加し、総額を歳入歳出そ
れぞれ4,370,300千円とする 原案可決

議案第35号
令和５年度伊是名村国民健康保険特別会
計補正予算（第１号）

2,072千円を追加し、総額を歳入歳出それ
ぞれ237,158千円とする 原案可決

議案第36号
令和５年度伊是名村簡易水道事業特別会
計補正予算（第１号）

9,730千円を追加し、総額を歳入歳出それ
ぞれ268,265千円とする 原案可決

議案第37号
令和５年度伊是名村船舶運航事業特別会
計補正予算（第１号）

歳入歳出の補正は無く、歳出予算の変更に
伴う補正であり、総額をそれぞれ428,160
千円とする。

原案可決

議案第38号
伊是名村こども医療費助成条例の一部を
改正する条例

沖縄県こども医療費助成事業補助金交付要
綱の一部改正に伴い、伊是名村子ども医療
費助成条例の一部を改正する必要があるた
め条例の改正

原案可決

議案第39号
沖縄県消防通信指令施設運営協議会規約
の変更について

沖縄県消防通信指令施設運営協議会を設け
る普通地方公共団体に、沖縄市が加わるこ
とに伴い、同協議会の規約の一部を変更す
る規約

原案可決

議案第40号
工事請負契約の変更について

「伊是名小学校校舎改築工事」

工事請負契約金額の変更
「伊是名小学校校舎改築工事」
元契約に対する変更減額：9,606,300円 
変更契約金額：1,033,567,700円
上門工業（株）

原案可決

報告第５号
令和４年度伊是名村一般会計繰越明許費繰
越計算書の報告について

令和４年度伊是名村一般会計における１１
事業の繰越要因とその計算書の報告 報　　告

承認第１号
専決処分の承認を求めることについて 

（伊是名村税条例）
伊是名村税条例の一部改正 承　　認

承認第２号
専決処分の承認を求めることについて 

（伊是名村国民健康保険税条例）
伊是名村国民健康保険税条例の一部改正 承　　認

発議第２号
伊平屋・伊是名架橋の早期事業化を求める
意見書

伊平屋・伊是名架橋の早期事業化を求める
意見書の提出 原案可決

発議第３号 伊平屋空港の早期事業化を求める意見書
伊平屋空港の早期事業化を求める意見書の
提出 原案可決

発議第４号

「現物給付」への国のペナルティを直ちに全
廃することと18歳までこども医療費無料
制度早期実現など子ども医療費無料制度の
改善を求める意見書

「現物給付」への国のペナルティを直ちに全
廃することと18歳までこども医療費無料
制度早期実現など子ども医療費無料制度の
改善を求める意見書の提出

原案可決

選挙第１号 沖縄県北部医療組合議会議員の選挙
沖縄県北部医療組合議会議員の選挙につ
いて

当選人
伊礼正徳
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令和５年第３回伊是名村議会臨時会は、7月13日（木）の１日間で開催された。
本臨時会に提案された議案は９件です。議決結果は次の通りです。

（※詳細については、各字公民館に常備している会議録、また村ホームページでも閲覧できます。）

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第41号
工事請負契約の変更について

「伊是名村役場庁舎新築工事（建築）」

工事請負契約金額の変更
「伊是名村役場庁舎新築工事（建築）」
元契約に対する変更増額：51,040,000円
変更契約金額：520,960,000円

（株）明成建設

原案可決

議案第42号
工事請負契約の変更について

「伊是名村役場庁舎新築工事（電気設備）」

工事請負契約金額の変更
「伊是名村役場庁舎新築工事（電気設備）」
元契約に対する変更増額：5,662,800円
変更契約金額：236,500,000円

（株）山川電気

原案可決

議案第43号
工事請負契約の変更について

「伊是名村役場庁舎新築工事（機械設備）」

工事請負契約金額の変更
「伊是名村役場庁舎新築工事（機械設備）」
元契約に対する変更増額：6,050,000円
変更契約金額：135,960,000円
ヤシマ工業（株）

原案可決

議案第44号
工事請負契約について

「定住促進住宅（内花地区）２号棟建築工事
（R4繰）」

目的：定住促進住宅（内花地区）２号棟建築　
　　　工事（R4繰）
契約の方法：指名競争入札
契 約 金 額：58,300,000円
相　手　方：株式会社　山口建設
　　　　　　代表取締役　山口　裕

原案可決

議案第45号
工事請負契約について

「伊是名村簡易水道事業　配水管布設替工
事（R5)」

目的：伊是名村簡易水道事業配水管布設替
　　　工事（R5)
契約の方法：指名競争入札
契 約 金 額：100,980,000円
相　手　方：株式会社　高宝建設
　　　　　　代表取締役　高良　泰司

原案可決

議案第46号
工事請負契約について

「消防団活動拠点施設建築工事」

目的：消防団活動拠点施設建築工事
契約の方法：指名競争入札
契 約 金 額：91,300,000円
相　手　方：株式会社　東開発
　　　　　　代表取締役　仲泊　栄次

原案可決

議案第47号
工事請負契約について

「内花区地域活動拠点活性化施設新築工事」

目的：内花区地域活動拠点活性化施設新築工事
契約の方法：指名競争入札
契 約 金 額：185,790,000円
相　手　方：株式会社　東開発
　　　　　　代表取締役　仲泊　栄次

原案可決

議案第48号
工事請負契約について

「内花区地域活動拠点活性化施設電気設備
工事」

目的：内花区地域活動拠点活性化施設電気
　　　設備工事
契約の方法：指名競争入札
契 約 金 額：61,050,000円
相　手　方：株式会社　山川電気
　　　　　　代表取締役社長  山川　光雄

原案可決

議案第49号
村長、副村長及び教育長の給料月額の特例
に関する条例

村長、副村長及び教育長の給料月額の特例
に関する条例の制定 原案可決

第３回伊是名村議会臨時会 結果一覧令和５年
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Q1 教育文化施設改築計画の
　　  進捗状況
Q2 中学生の海外研修

髙
良
真
伊
議
員

２
０
２
０
年
９
月
定
例
議

会
一
般
質
問
に
て
、
宮
城
義
秀
前

議
員
が
令
和
２
年
度
策
定「
辺
地

総
合
整
備
計
画
」
に
つ
い
て
質
問

し
て
い
る
。

　

伊
是
名
幼
稚
園
改
築
、
給
食
セ

ン
タ
ー
改
築
が
数
年
遅
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、進
捗
状
況
、認
定

こ
ど
も
園
の
開
園
は
い
つ
頃
か
。

奥
間　

守
村
長

給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
に
つ

い
て
は
、本
年
度
、事
業
実
施
に
向

け
て
耐
力
度
調
査
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
認
定
こ
ど
も
園
の
開
園

に
つ
い
て
で
す
が
、
令
和
２
年
度

か
ら
毎
年
度
、
施
政
方
針
に
お
い

て
、「
開
園
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。」
と
述
べ
て
お
り
ま
す

が
、
幼
保
連
携
型
総
合
施
設
策
定

委
員
会
が
機
能
し
て
お
ら
ず
、
認

定
こ
ど
も
園
の
取
り
組
み
が
遅
れ

て
い
る
こ
と
に
対
し
、
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、本
年
度
に
お
い
て
、基
本

計
画
策
定
の
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
の
で
、
現
状
と
課
題
の
把
握

及
び
建
設
予
定
地
な
ど
も
含
め
た

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ

い
て
調
整
を
図
っ
て
行
く
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

準
備
万
端
で
漏
れ
が
な

い
よ
う
関
係
部
局
で
一
丸
と
な
っ

て
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

髙
良
真
伊
議
員

中
学
生
ク
ラ
ス
全
員
に
パ

ス
ポ
ー
ト
を
取
得
し
て
も
ら
い
、

海
外
研
修
を
実
施
し
て
は
ど
う

か
。「
人
材
を
も
っ
て
資
源
と
な
す
」

村
独
自
の
予
算
、
育
英
基
金
や
ふ

る
さ
と
納
税
基
金
を
使
っ
て
、近
隣

諸
国
を
見
聞
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

照
屋　

巧
教
育
長

研
修
場
所
の
選
定
方
法
、

教
育
的
効
果
な
ど
か
ら
厳
し
い
状

況
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。　

髙
良
真
伊
議
員

沖
縄
県
で
も
台
湾
に
派
遣

し
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。

与
那
国
町
が
小
学
校
３
校
、
生
徒

数
は
合
わ
せ
て
も
21
名
。
４
日
間
、

台
湾
で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
平

成
24
年
度
か
ら
一
括
交
付
金
を
活

用
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
費
が
今
年
度
５
７
８
万
７

千
円
、
補
助
対
象
が
約
５
０
０
万

円
、
市
町
村
負
担
が
約
１
０
０
万

円
。
伊
是
名
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
支
援
事
業
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ

な
ん
で
す
。
伊
是
名
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
支
援
事
業
、
総
事
業
費

５
４
４
万
円
、
市
町
村
の
負
担
が

１
０
８
万
９
千
円
で
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
一
括
交
付
金
、
与
那
国
は
子
ど

も
た
ち
の
投
資
に
使
っ
て
い
る
。　

本
土
で
は
韓
国
に
中
学
生
の
時
か

ら
修
学
旅
行
に
行
く
学
校
が
た
く

さ
ん
あ
る
み
た
い
で
す
。
ち
な
み

に
与
那
国
の
中
学
生
も
旅
行
先
は

台
湾
で
す
。

　

台
湾
に
小
学
校
６
年
を
行
か
せ

た
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い

る
ん
で
す
。
本
事
業
で
の
体
験
を

通
し
、
以
前
に
比
べ
て
外
国
や
異

文
化
へ
の
興
味
、
関
心
が
高
ま
っ

た
と
感
じ
る
か
の
声
に
94
％
が
肯

定
的
な
回
答
、
国
際
的
な
広
い
視

野
と
高
い
語
学
力
を
も
つ
人
材
の

育
成
を
行
っ
て
い
る
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

視
点
を
変
え
て
我
々
村
も
台

湾
、韓
国
、中
国
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

近
い
諸
国
を
見
聞
さ
せ
た
ら
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

父
兄
等
の
了
解
と
か
、
承

諾
と
か
、
そ
う
い
う
い
ろ
い
ろ
な

ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部

分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
我
々

行
政
の
ま
た
検
討
課
題
に
な
る
の

か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

他
国
に
行
く
こ
と
に
よ
っ

て
、沖
縄
と
か
、伊
是
名
島
に
誇
り

を
持
っ
た
り
、ま
た
、さ
ら
に
勉
学

に
励
む
、
そ
う
い
っ
た
期
待
を
込

め
て
、海
外
研
修
、視
察
見
聞
が
で

き
る
伊
是
名
島
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

教
育
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、島
へ
の
移
住
、定
住
に
繋
が
り
、

も
っ
と
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー
も
見

込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
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Q1 運天港～名護市間のコミュニテイーバスの構想

Q2 生活環境の充実について
　　　  ⑴ 村道南風原線無電柱化整備事業
　　　  ⑵ 港湾道路と仲田公民館前から配電塔
　　　　  までの無電柱化

伊
礼
正
徳
議
員　
　
　
　
　
　

運
天
港
～
名
護
市
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
バ
ス
の
運
行
計
画

は
交
通
弱
者
へ
の
支
援
策
と
し
て

多
く
の
村
民
が
期
待
し
て
い
る
と

推
察
さ
れ
る
。
そ
の
計
画
は
関
係

機
関
と
の
協
議
や
早
急
な
可
能
性

調
査
等
に
相
当
な
時
間
を
要
す
る

と
予
測
さ
れ
る
。
実
現
に
向
け
た

構
想
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

運
天
港
～
名
護
市
間
の
公

共
交
通
バ
ス
が
以
前
運
行
し
て
い

た
が
撤
退
し
た
た
め
、
名
護
市
の

病
院
や
所
用
で
出
か
け
る
高
齢
者

及
び
免
許
不
所
持
者
等
が
不
自
由

を
感
じ
て
い
る
と
こ
で
、
私
は
交

通
弱
者
の
移
動
手
段
の
利
便
性
を

図
る
必
要
の
認
識
で
、
運
行
を
検

討
す
る
と
掲
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

運
行
構
想
は
、
委
託
運
行
を
前
提

と
し
て
、
フ
ェ
リ
ー
の
発
着
時
に

合
わ
せ
て
一
日
二
便
運
行
出
来
な

い
か
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
利
用
者

が
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
、
燃
料

費
や
人
件
費
な
ど
収
支
バ
ラ
ン
ス

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
村
単
独
の
実
施
は
厳
し
く
関

係
市
町
村
と
連
携
は
で
き
な
い
か

検
討
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
昨
年

県
を
中
心
に
バ
ス
運
行
会
社
等
で

北
部
市
町
村
連
携
交
通
会
議
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
半
島
・
北

部
支
線
再
編
に
向
け
た
ル
ー
ト
運

行
ダ
イ
ヤ
な
ど
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
運
天
港
か
ら
名
護
方
面
へ

の
復
活
も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

事
業
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、
担
当
職
員
を
配
置
し
て
進

め
る
ほ
う
が
早
く
進
む
と
考
え
る

が
、
係
を
配
置
す
る
考
え
は
な
い

か
伺
い
ま
す
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

専
属
の
担
当
を
配
置
す
る

の
は
、
す
ぐ
に
は
厳
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

公
約
の
実
現
に
向
け
て
、

村
長
任
期
中
に
は
、
あ
る
程
度
芽

だ
し
で
き
る
よ
う
努
力
を
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

⑴
村
道
南
風
原
線
無
電
柱

化
整
備
事
業
は
伊
是
名
城
跡
か
ら

仲
田
集
落
間
の
両
端
に
立
つ
電
柱

距
離
は
約
９
０
０
㍍
あ
る
。
し
か

し
今
回
の
整
備
延
長
は
５
０
０
㍍

と
な
っ
て
い
る
。
電
線
・
電
柱
は

周
囲
景
観
を
著
し
く
損
ね
、
ま
た

地
中
化
は
台
風
等
の
防
災
対
策
の

観
点
か
ら
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
全
長
９
０
０
㍍
採
択
を
目

指
す
べ
き
は
な
か
っ
た
か
、
残
る

区
間
整
備
計
画
を
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

５
０
０
㍍
の
計
画
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
伊
是
名
村
無
電

柱
化
推
進
計
画
で
は
、
総
延
長

９
０
０
㍍
で
計
画
さ
れ
て
お
り
、

事
業
実
施
に
お
け
る
整
備
計
画
で

も
総
延
長
で
要
望
し
て
い
ま
す
。

今
回
８
期
の
整
備
延
長
と
な
っ
て

い
ま
す
。
残
延
長
部
分
に
つ
い
て

も
第
９
期
の
推
進
計
画
で
の
採
択

を
目
指
し
協
議
会
に
要
望
申
請
を

諮
っ
て
行
き
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

⑵
南
風
原
線
起
点
か
ら

さ
ら
に
元
伊
是
名
電
業
所
付
近
の

配
電
塔
ま
で
送
電
線
は
仲
田
公
民

館
前
か
ら
と
港
湾
道
路
沿
い
に
分

離
さ
れ
て
電
柱
が
立
ち
並
ん
で
い

る
。
港
玄
関
口
の
美
観
を
図
る
た

め
の
地
中
化
採
択
要
件
は
十
分
に

満
た
す
箇
所
で
あ
る
。
同
時
に
無

電
柱
化
計
画
を
提
案
出
来
な
い
か

見
解
を
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

そ
の
区
間
も
一
路
線
に
ま

と
め
て
無
電
柱
化
出
来
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
仲
田
集
落
内

を
通
る
電
柱
系
統
は
埋
設
物
の
調

査
や
時
間
を
要
す
る
。
港
湾
道
路

に
立
つ
電
柱
も
調
査
に
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、今
後
、南
風
原
線

の
無
電
柱
化
が
終
了
を
見
越
し
て

計
画
策
定
し
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
に
要
望
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

無
電
柱
化
推
進
計
画
を

策
定
す
る
に
は
担
当
課
だ
け
で
な

く
、
村
民
の
声
や
代
表
の
声
も
聞

く
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。
村
に

は
ま
だ
ま
だ
該
当
す
る
路
線
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
策
定
委
員
会
を
設

置
検
討
で
き
な
い
か
。

濱
里　

篤
建
設
環
境
課
長

計
画
に
携
わ
る
協
議
会
を

立
ち
上
げ
民
間
の
声
も
吸
い
上
げ

て
計
画
に
盛
り
込
ん
で
行
く
べ
き

と
考
え
ま
す
。
各
集
落
の
代
表
者

や
有
識
者
を
選
定
し
て
、
次
期
計

画
に
向
け
て
協
議
会
を
立
ち
上
げ

計
画
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

A

A

A

A A

Q1

Q2

Q

Q Q

Q

伊
い

礼
れ い

　正
しょうとく

徳 議員

市内循環

5 No.179 2023年９月



Q伊是名漁港海岸（勢理客
地区）整備事業について

上
原
長
良
議
員

伊
是
名
漁
港
海
岸（
勢
理

客
地
区
）整
備
事
業
は
、今
年
度
採

択
さ
れ
令
和
10
年
度
ま
で
の
計
画

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
高
潮
対
策
事
業
と
し
て
伊

是
名
漁
港
海
岸（
伊
是
名
ビ
ー
チ
）

が
ほ
ぼ
整
備
済
み
で
あ
る
が
伊
是

名
ビ
ー
チ
整
備
事
業
に
お
い
て

は
、
工
事
施
工
後
ビ
ー
チ
利
用
者

や
一
部
村
民
か
ら
ビ
ー
チ
が
利
用

し
づ
ら
い
、
海
浜
の
自
然
景
観
が

悪
く
な
っ
た
等
の
声
が
聴
か
れ
ま

す
が
、
こ
れ
は
整
備
事
業
に
向
け

て
ビ
ー
チ
利
用
者
や
地
域
住
民
へ

の
事
前
の
説
明
不
足
等
が
大
き
な

要
因
と
考
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
進
め
ら
れ

る（
勢
理
客
地
区
）整
備
事
業
に
つ

い
て
以
下
伺
い
し
ま
す
。

　

①
基
本
設
計
に
入
る
前
に
整
備

事
業
に
向
け
て
の
住
民
説
明
会
等

を
開
催
し
、
地
域
住
民
お
よ
び
勢

理
客
ビ
ー
チ（
明
地
原
農
村
公
園
）

利
用
者
の
意
見
や
要
望
を
取
り
入

れ
た
設
計
施
工
が
可
能
か
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

②
こ
の
事
業
と
関
連
づ
け
て
勢

理
客
ビ
ー
チ（
明
地
原
農
村
公
園
）

前
の
離
岸
堤
の
撤
去
、
移
設
は
可

能
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

今
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
伊
是
名
漁
港
海
岸（
勢
理
客
地

区
）の
整
備
事
業
は
、令
和
５
年
度

に
お
い
て
、
測
量
及
び
設
計
業
務
、

土
質
調
査
、
環
境
影
響
評
価
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
１
点
目
の「
地
域
住
民

や
利
用
者
か
ら
の
意
見
や
要
望

等
を
基
本
設
計
に
反
映
で
き
な
い

か
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
令
和
４

年
度
に
基
本
計
画
は
完
了
し
て
お

り
、
住
民
説
明
会
も
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
整
備
地
区
に
隣
接

し
て
明
地
原
農
村
公
園
が
あ
り
、

潮
干
狩
り
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
多

く
の
方
が
利
用
し
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
設
計
に
あ
た
っ
て

も
、住
民
説
明
会
等
を
行
い
、意
見

や
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
た
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

２
点
目
の
既
設
の
離
岸
堤
の
撤

去
、
移
設
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
に

お
い
て
は
、
新
た
な
海
岸
保
全
施

設
の
完
了
時
期
と
同
時
、
景
観
的

な
こ
と
や
離
岸
堤
の
耐
用
年
数
も

踏
ま
え
、
撤
去
の
方
向
で
考
え
て

お
り
ま
す
。

上
原
長
良
議
員

伊
是
名
ビ
ー
チ
整
備
事
業

に
お
い
て
は
、
当
初
、
護
岸
と
同
じ

高
さ
ま
で
砂
を
入
れ
て
沖
合
に
な

だ
ら
か
に
も
っ
て
い
く
こ
と
で
護

岸
と
砂
浜
等
の
段
差
が
生
じ
な
い

と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
現
在
は
そ

の
段
差
が
約
、
１
・
５
メ
ー
ト
ル
生

じ
て
い
る
事
に
よ
り
、
ビ
ー
チ
が

利
用
し
づ
ら
く
、
海
浜
の
自
然
景

観
も
悪
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
勢
理
客
地
区

整
備
事
業
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う

な
事
に
な
ら
な
い
か
危
惧
し
て
お

り
ま
す
が
、
当
地
区
整
備
事
業
の

基
本
計
画
で
は
護
岸
か
ら
海
側
は

な
だ
ら
か
に
砂
、
養
浜
を
行
う
計

画
に
な
っ
て
い
ま
す
が
内
側（
農

村
公
園
側
）
も
海
側
と
同
じ
よ
う

に
な
だ
ら
か
に
す
る
の
か
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

神
田
宗
秀
農
林
水
産
課
長

伊
是
名
ビ
ー
チ
海
岸
で

は
、
浜
に
向
か
っ
て
多
少
傾
斜
が

き
つ
く
、
段
差
が
で
き
て
い
る
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
勢
理
客
海

岸
の
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
一

番
上
の
天
端
の
方
か
ら
な
だ
ら
か

に
砂
、
養
浜
を
行
う
計
画
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
背
後
地（
農
村
公
園
側
）

に
つ
い
て
も
な
だ
ら
か
に
す
る
予

定
で
は
あ
り
ま
す
が
結
構
な
段

差
が
つ
き
ま
す
の
で
、
あ
ま
り
埋

立
て
を
し
な
い
で
海
岸
等
で
ア

ク
セ
ス
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
か

ま
た
、
海
岸
以
外
で
も
ス
ロ
ー
プ

等
を
使
っ
て
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い

か
、
今
回
の
実
施
設
計
で
検
討
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

上
原
長
良
議
員

今
回
の
整
備
事
業
に
お
い

て
、
高
潮
施
設
を
整
備
し
地
域
住

民
の
生
命
の
安
全
、
財
産
の
保
全

が
図
ら
れ
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、今
後
、整

備
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、
ぜ

ひ
住
民
説
明
会
等
を
念
入
り
に
行

い
、
行
政
、
村
民
、
地
域
、
お
互
い

の
合
意
形
成
の
も
と
に
島
の
自
然

景
観
も
保
ち
な
が
ら
整
備
事
業
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

A

A

Q

Q

Q

上
う え

原
は ら

　長
ちょうりょう

良 議員

勢理客ビーチ（明地原農村公園）
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議会の動き 令和５年６月～令和５年８月

６月 9日（金）
11日（日）

13日（火）
21日（水）

23日（金）
27日（火）

29日（木）

30日（金）

７月 3日（月）

5日（水）

7日（金）

12日（水）

13日（木）
22日（土）

24日（月）

27日（木）

８月 9日（水）

10日（木）

14日（月）

16日（水）

18日（金）
25日（金）

◦議会運営委員会
◦第11回伊是名漁協ハーリー大会　

伊是名ビーチ
◦第２回定例会（～６月14日（水））
◦伊是名村学力向上推進委員会総会
（議長）　産業支援センター

◦第54回伊是名村戦没者慰霊祭
◦伊是名村営塾「尚円チャレンジ塾・

まちがに塾」開講式（議長）
　産業支援センター
◦伊是名村青少年育成支援チャリ

ティーゴルフ大会（伊礼正徳・前川
秀和・東江清和・上原長良議員）　
西原町

◦令和５年度伊是名漁協通常総会
（議長）　産業支援センター

◦北部市町村議会議長会議員・事務
局職員研修会及びスポーツレク大
会（国頭村）

◦第73回北部地区「社会を明るくす
る運動」伊是名村出発式

　伊是名村役場
◦いぜな88トライアスロン大会実

行委員会臨時総会（議長）
　産業支援センター　

◦議会運営委員会
◦県産品優先使用の要請行動（議長・

局長）　産業支援センター
◦第３回臨時会
◦第24回いぜな尚円王まつり（～23

日（日））
◦奄美・やんばる広域圏交流推進協

議会総会（議長）　徳之島町
◦生活支援体制整備事業　現地支

援に係る意見交換会（議長・副議
長）　産業支援センター

◦沖縄県商工会連合会設立50周
年記念事業　「地域経済活性化サ
ミット」（議長）

　ラグナガーデンホテル
◦北部広域市町村圏事務組合議会

第62回臨時会（議長）　北部会館
◦北部市町村議会議長会第２回理事

会・定例総会（議長・局長）
　伊是名村産業支援センタ－
◦町村議会正副議長・正副委員長研

修会　ちゃたんニライセンター
◦広報常任委員会
◦第４回臨時会

北部市町村議会議員・事務局職員研修会及び
スポーツ・レク大会

　議会の円滑な運営と地方自治の振興発展を図
ること、議会議員及び事務局職員の健康増進と
親睦を図ることを目的に、研修会・スポーツ・レク
大会が国頭村民ふれあいセンターで行われまし
た。
　研修会では、一般社団法人国頭村観光協会　

7
　3
月

会長　比嘉明男氏による「世界自然遺産と北部観
光」と題した講演が行われ、その後パークゴルフ
大会を晴天の中行い、懇親会では、パークゴルフ
大会の表彰が行われ、潮平そのみ議長が個人賞、
東江清和議員がホールインワン賞と個人賞を獲
得しました。

個人賞
潮平そのみ
議長

個人賞・ホー
ルインワン賞
東江清和議員

研修会の様子
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　北部12市町村の議会議長及び
事務局等26名が参加し、村産業支
援センターにおいて定例総会が行
われました。総会後には村内視察
を行い、懇親会では村議員も交え
て親睦を深めました。

8
　14
月

北部市町村議会議長会第２回定例総会 in 伊是名島

町村議会正副議長・正副委員長研修会
　ちゃたんニライセンターにおいて
研修会が行われ、議員及び職員が
参加しました。沖縄県知事公室　防
災危機管理課長　山里永悟氏によ
る「国民保護について（避難実施要領
の策定）」と題した講演、休憩を挟ん
で全国町村議会議長会　議事調査
部長　飯田厚氏による「町村議会を
取り巻く現状と課題」と題した講演
が行われました。

8
　16
水

　この度、元村監査委員の宮城安志さ
んが、８年間（H14.10.1 〜 H18.9.27、
H22.10.1 〜 H26.9.27）の監査業
務と村の振興発展に貢献したその功
績に対して全国町村監査委員協議会
より、表彰されました。
　また、元監査委員の東江清和さんが、６
年７ヶ月間（識見監査委員　Ｈ27.10.
13 〜Ｈ30.6.20、議選監査委員　Ｈ
30.10.1 〜 R4.9.27）監査委員として
在職し功労のあった者として、沖縄県
町村監査委員協議会より、表彰されま
した。

元監査委員に表彰状
congratulations

宮城安志さん 東江清和さん

誠におめでとうございます。
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　那覇空港離陸後約15分程で伊是名島を眼下
に望みながら飛行機は一路沖永良部空港へ。到
着後徳之島行きへ乗り換えて16時15分に徳
之島空港に到着した。奄美・やんばる広域圏交
流推進協議会総会へ出席（令和5年7月24日〜
25日）のためである。
　この「奄美・やんばる広域圏交流推進協議会」
は、古くから歴史的・地理的・文化的に繋がり
の深い鹿児島県奄美地域と沖縄県やんばる地
域が、県境を超えて産業、経済及び文化などあ
らゆる面での交流推進を図り情報を共有して
いくことを目的に、平成11年7月に設立され
ています。（今年、奄美群島が日本復帰してから
70周年、昨年、沖縄が日本復帰してから50周
年の節目の年を迎えています。）
　総会後に開催された交流会は、高岡秀規徳之

　研修会は5月23日東京国際フォーラムで開
催された。沖縄県の町村から正副議長また事務
局職員合わせ52名が参加した。会場は全国か
ら約1300名の出席受講者と報告があった。
　はじめに「町村議会の課題と今後の展望につ
いて」大正大学社会共生学部教授　江藤俊昭氏
により行われた。［研修では政治劣化のV字回復
を］統一地方選挙の投票率は一部を除き過去最
低と続いていること、町村の首長は60．8％、議
会議員は55．5％。さらになり手不足の要因や
解消の正攻法の講話であった。次に「町村こそ
デジタルを」と題してＮＰＯ法人ブロードバン
ドスクール協会理事の若宮正子氏により講演
が行われた。特に外国のＩＴ先進国実情の例に
報告され、住民との紙のやり取りが廃止になっ
ている事例など、デジタル化を強調されてい
た。最後に「地方議会とハラスメント」と題して

島町長歓迎の挨拶で始まり、當眞淳北部市町村
会会長(宜野座村長)による乾杯の音頭。ステー
ジでは、琉球舞踊や太鼓、奄美民謡が披露され
た。最後は徳之島の闘牛を歌ったワイド節の踊
りで盛り上がり、鎌田愛人奄美群島市町村副会
長（瀬戸内町長）の万歳三唱で終わりました。
　帰りの飛行機の中で台風６号（カーヌン）発
生のニュースを知り、島に帰る船の事が、頭を
よぎる。翌日の船便で島に帰ることができ安堵。
台風６号は沖縄県に甚大な被害をもたらして過
ぎ去ったと思ったら、Uターンして沖縄県に再
上陸。わが村も停電や断水による不便を被る。
　台風被害にあわれた村民の皆様にお見舞い
申し上げます。
　まだまだ暑さが増しますが、ご自愛下さい。

議長　潮平　そのみ

朝日新聞社コンテ
ンツ編成本部次長
の三島あずさ氏に
よって行われた。世
界の男女平等ラン
キング低いことが
報告された。今春の
統一選挙で女性の
立候補議員は増加、
一方、依然「ほとん
ど男性」の議会もある。少なくとも3割に届け
ばハラスメントも起きづらくなる。町村はハラ
スメント防止条例の取り組みやジエンダー平
等宣言など出す一案としての提言もあった。
　こうして大変有意義な研修となりました。以
上報告と致します。

議長　潮平そのみ・副議長　伊礼正徳

全国町村議会議長・副議長研修会

奄美・やんばる広域圏交流推進協議会総会

5
　23
火

7
　24
月
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　 ▶コロナ菌は絶滅することはなく五類に引き下げられ、マスク着用は個人の判断

に委ねることである。私は暫く着用していきたい。

　 ▶果たして各地域住民の何割が「議会だより」を愛読しているか気になる。全国

の「議会だより」の関心度アンケートによると。関心あり２割、関心が全くない２割、めくる程度で読

まない６割との議員研修での報告であった。年４回の季刊誌を皆様に関心度を高めるため、伝わる広

報編集に委員一同努力していきます。　　　　　　　　　　　 　　　　　　広報常任委員　伊礼正徳

編集後記

ザ・学生Ⅱ
vol.31

キラリ★いぜなっ子　ザ・学生は、本村出身のがんばる学生を紹介
するコーナーです。今回のキラリ★いぜなっ子は沖縄工業高等学
校と那覇工業高等学校に通うお三人です。

沖
縄
工
業
高
等
学
校（
３
年
生
）

東あ
が
り
え江

　
鈴す

ず
さ
ん（

伊
是
名
）

　

東
江
鈴
さ
ん
は
就
職
率

が
高
く
、
同
じ
高
校
に
進

学
し
た
兄
姉
の
影
響
も
あ

り
沖
縄
工
業
高
校
へ
の
進

学
を
決
め
ま
し
た
。
同
居

し
て
い
た
兄
姉
の
サ
ポ
ー

ト
や
同
郷
の
友
人（
亜
依

良
さ
ん
）の
支
え
も
あ
り
、

学
校
生
活
も
順
調
に
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き

た
そ
う
で
す
。

　

勉
強
面
で
は
実
習
や
検

定
対
策
に
苦
労
し
ま
し
た

が
、
友
人
た
ち
と
協
力
し

て
勉
強
に
励
み
、
最
近
は

１
級
試
験
を
受
験
。
朗
報

を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
生
活
の
思
い
出

は
工
業
祭
で
三
食
丼
を

調
理
し
て
販
売
し
た
こ
と

で
す
。
将
来
は
ブ
ラ
イ
ダ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
り
た

い
と
い
う
夢
を
叶
え
る
た

め
、
専
門
学
校
へ
進
学
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
後
輩

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、「
環

境
に
慣
れ
る
に
は
友
人
を

つ
く
る
こ
と
が
一
番
。
積

極
的
に
声
を
か
け
る
努
力

を
大
切
に
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

入
江
亜
依
良
さ
ん
は
小

さ
い
頃
か
ら
兄
弟
の
面
倒

を
み
て
い
た
こ
と
か
ら
、

保
育
士
に
興
味
を
持
ち
、

保
育
に
つ
い
て
学
べ
る
高

校
へ
進
学
し
ま
し
た
。

　

学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト

時
は
親
戚
の
家
か
ら
バ
ス

通
学
す
る
た
め
早
起
き
に

苦
労
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

に
は
同
郷
の
友
人（
鈴
さ

ん
）
も
所
属
し
て
お
り
、

支
え
合
い
な
が
ら
進
ん
で

き
ま
し
た
。
環
境
に
慣
れ

て
く
る
と
友
人
も
ど
ん
ど

ん
増
え
て
き
ま
し
た
。
勉

強
面
で
は
戸
惑
う
こ
と
は

特
に
な
く
、
中
学
か
ら
の

勉
強
を
し
っ
か
り
と
固
め

て
い
れ
ば
、
高
校
で
も
対

応
で
き
る
と
感
じ
た
そ
う

で
す
。
最
近
は
検
定
試
験

の
勉
強
に
専
念
し
て
い
ま

す
。

　

将
来
は
事
務
系
職
を
目

指
し
、
簿
記
資
格
と
県
内

大
学
進
学
を
希
望
し
て
い

ま
す
。
島
の
後
輩
た
ち
に

は
、「
新
環
境
に
向
け
て
家

事
経
験
も
大
切
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

　

新
城
勇
人
さ
ん
は
４
人

兄
弟
の
末
っ
子
。
も
と
も

と
バ
イ
ク
が
好
き
だ
っ
た

こ
と
と
、
電
気
関
係
の
仕

事
を
し
て
い
る
兄
の
影
響

や
親
の
勧
め
も
あ
り
那
覇

工
業
電
気
課
に
興
味
を
持

ち
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

　

現
在
の
生
活
は
兄
と
の

２
人
暮
ら
し
で
通
学
は
徒

歩
30
分
ほ
ど
で
す
。
学
校

生
活
は
、
友
達
が
で
き
て

楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
勉
強
で
は
、シ
ー

ケ
ン
ス
の
授
業
が
面
白

か
っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
手
を
使
う
細
か
い

作
業
が
好
き
で
、
資
格
取

得
に
も
挑
戦
中
で
す
。

　

将
来
は
県
内
で
勉
強
し

て
い
る
こ
と
が
活
か
せ
る

技
術
職
に
就
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
島
の
後
輩

た
ち
に
向
け
て
、「
自
分
が

や
り
た
い
こ
と
を
決
め
て

進
学
を
決
め
る
こ
と
で
自

分
の
軸
が
し
っ
か
り
と
定

ま
り
、
目
標
に
向
か
っ
て

進
む
こ
と
が
で
き
る
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い

ま
す
。

那
覇
工
業
高
等
学
校（
３
年
生
）

新し
ん
じ
ょ
う城

　
勇は

や

人と

さ
ん

（
伊
是
名
）

沖
縄
工
業
高
等
学
校（
３
年
生
）

入い
り

江え

　
亜あ

依い

良ら

さ
ん

（
勢
理
客
）
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